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(57)【要約】
【解決手段】　受信機において自動利得制御を行う装置
及び方法が開示されている。装置は増幅器を含んでもよ
く、利得制御は目標信号が増幅器の出力に現われない期
間中に増幅器からの出力に基づいてもよい。
【選択図】図３



(2) JP 2011-521547 A 2011.7.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　増幅器と、
　目標信号が前記増幅器の出力に現われない期間に前記増幅器からの出力に基づいて前記
増幅器に対する利得を決定するように構成される自動利得制御器と、
　を具備する無線通信装置。
【請求項２】
　前記自動利得制御器は更に前記目標信号が前記増幅器の出力に現われない第２の期間中
に前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように構成さ
れる、請求項１の装置。
【請求項３】
　前記増幅器からの前記出力からサンプルを抽出するように構成されるスライサを更に具
備し、前記自動利得制御器は更に前記期間中にサンプルから前記増幅器に対する前記利得
を決定するように構成される、請求項１の装置。
【請求項４】
　前記スライサは１ビットスライサで構成される、請求項３の装置。
【請求項５】
　前記自動利得制御器は更に
　前記サンプルを処理し、
　前記処理済みサンプルを閾値と比較し、
　前記比較に基づいて前記増幅器のための前記利得を決定するように構成される、請求項
３の装置。
【請求項６】
　前記スライサから出力される前記サンプルの各々は第１又は第２の値を有し、前記自動
利得制御器は更に
　前記期間中に前記第１の値を有するサンプルの割合を閾値割合と比較し、
　前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように構成される、請求項
５の装置。
【請求項７】
　前記第１の値は論理状態１でなり、前記第２の値は０の論理状態である、請求項６の装
置。
【請求項８】
　前記第１の値は０の論理状態でなり、前記第２の値は１の論理状態でなる、請求項６の
装置。
【請求項９】
　前記スライサは更に閾値に基づいて前記増幅器からの前記出力からサンプルを抽出する
ように構成され、前記自動利得制御器は前記期間中に前記サンプルから前記スライサのた
めの前記閾値を決定するように構成される、請求項３の装置。
【請求項１０】
　第２増幅器を更に具備し、前記自動利得制御器は更に前記期間中に前記スライサから出
力する前記サンプルから前記第２増幅器のための利得を決定するように構成される、請求
項３の装置。
【請求項１１】
　前記増幅器及び第２増幅器の一方は低雑音増幅器により構成され、前記増幅器及び第２
増幅器の他方は可変利得増幅器により構成される、請求項１０の装置。
【請求項１２】
　前記増幅器は低雑音増幅器又は可変利得増幅器のいずれかにより構成される、請求項１
の装置。
【請求項１３】
　前記自動利得制御器は
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　最小要求利得解像度を取得し、
　最小と最大仮想的利得パラメータとの差が前記最小要求利得解像度以下となるまでシス
テムパラメータに基づいて前記最小及び最大仮想利得パラメータ及び最善仮想利得パラメ
ータを再帰的に設定し、
　前記最善仮想利得パラメータに基づいて前記増幅器のための利得を決定するように構成
される、請求項１の装置。
【請求項１４】
　目標信号を増幅する手段と、
　前記目標信号が前記増幅手段の出力に現われない期間中に前記増幅手段からの出力に基
づいて前記増幅手段に対する利得を自動的に制御する手段と、
　を具備する無線通信装置。
【請求項１５】
　前記増幅手段に対する利得を自動的に制御する前記手段は前記目標信号が前記増幅手段
の出力に現われる第２の期間中に前記増幅手段からの出力に基づいて前記増幅手段のため
の前記利得を決定する手段を更に具備する、請求項１４の装置。
【請求項１６】
　前記増幅手段からの出力からサンプルを抽出するサンプリング手段を更に具備し、前記
増幅手段のための利得を自動的に制御する前記手段は前記期間中に前記サンプルから前記
増幅手段のための前記利得を決定する手段を更に具備する、請求項１４の装置。
【請求項１７】
　前記サンプリング手段はスライサで構成される、請求項１６の装置。
【請求項１８】
　前記スライサは１ビットスライサで構成される、請求項１６の装置。
【請求項１９】
　前記増幅手段の利得を自動的に制御する前記手段は
　前記サンプリング手段から出力される前記サンプルを処理する手段と、
　前記処理済みサンプルを閾値と比較する手段と、
　前記比較に基づいて前記増幅器のための利得を決定する手段と、
　を更に具備する、請求項１６の装置。
【請求項２０】
　前記増幅手段から出力する前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、前記増幅手
段の利得を自動的に制御する前記手段は
　前記期間中に前記第１の値を有するサンプルの割合を閾値割合と比較する手段と、
　前記比較に基づいて前記増幅手段に対する前記利得を決定する手段と、を更に具備する
、請求項１９の装置。
【請求項２１】
　前記第１の値は論理状態１でなり、前記第２の値は０の論理状態でなる、請求項２０の
装置。
【請求項２２】
　前記第１の値は０の論理状態でなり、前記第２の値は１の論理状態でなる、請求項２０
の装置。
【請求項２３】
　前記増幅手段は閾値に基づいて前記増幅手段からの出力からサンプルを抽出するように
構成され、前記期間中に前記サンプリング手段から出力する前記サンプルから前記サンプ
リング手段に対する前記１値を決定する手段を更に具備する、請求項１６の装置。
【請求項２４】
　前記目標信号を増幅する第２手段を更に具備し、前記増幅手段の利得を自動的に制御す
る前記手段は前記期間中に前記サンプリング手段から出力する前記サンプルから前記第２
増幅手段のための利得を決定する手段を更に具備する、請求項１６の装置。
【請求項２５】
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　前記増幅手段及び前記第２増幅手段の一方は低雑音増幅器により構成され、前記増幅手
段及び前記第２増幅手段の他方は可変利得増幅器で構成される、請求項２４の装置。
【請求項２６】
　前記増幅手段は低雑音増幅器又は可変利得増幅器のいずれかにより構成される、請求項
１４の装置。
【請求項２７】
　前記増幅手段の利得を自動的に制御するための前記手段は
　最小要求利得解像度を取得する手段と、
　最小と最大仮想利得パラメータとの差が前記最小要求利得解像度以下となるまで前記シ
ステムパラメータに基づいて前記最小及び最大仮想利得パラメータ並びに最前仮想利得パ
ラメータを再帰的に設定する手段と、
　前記最前仮想利得パラメータに基づいて前記増幅手段のための前記利得を決定する手段
と、
　を更に含む、請求項１４の装置。
【請求項２８】
　増幅器によって目標信号を増幅すること、
　前記目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅手段からの出力に基づい
て前記増幅器に対する利得を自動的に制御すること、
　含む、自動利得制御方法。
【請求項２９】
　前記利得の前記自動制御は前記目標信号が前記増幅器の出力に現れる第２期間中に前記
増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定することを含む、請求項２８
の方法。
【請求項３０】
　前記増幅器からの出力を増幅することを更に含み、前記利得の前記自動制御は前記期間
中に前記サンプルから前記増幅器に対する前記利得を決定することを更に含む、請求項２
８の方法。
【請求項３１】
　前記利得の前記自動制御は
　前記サンプルを処理すること、
　前記処理済サンプルを閾値と比較すること、
　前記比較に基づいて前記増幅器のための前記利得を決定すること、
　請求項３０の方法。
【請求項３２】
　前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、前記利得の前記自動制御は
　前記第１の値を有するサンプルの割合を前記期間中の閾値割合と比較すること、
　前記比較に基づいて前記増幅器のための前記利得を決定すること、
　を更に含む、請求項３１の方法。
【請求項３３】
　前記第１の値は論理状態１を含み、前記第２の値は０の論理状態を含む、請求項３２の
方法。
【請求項３４】
　前記第１の値は０の論理状態を含み、前記第２の値は０の論理状態を含む、請求項３２
の方法。
【請求項３５】
　前記増幅器からの出力からサンプルを抽出することは閾値に基づいており、前記利得の
前記自動制御は前記期間中に前記閾値を決定することを含む、請求項３０の方法。
【請求項３６】
　第２増幅器を更に含み、前記利得の前記自動制御は前記期間中に前記サンプルから前記
第２増幅器に対する利得を決定することを含む、請求項３０の方法。
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【請求項３７】
　前記利得の前記自動制御は
　最小要求利得解像度を取得すること、
　最小と最大仮定利得パラメータとの差が前記最小要求利得解像度以下となるまで前記シ
ステムパラメータに基づいて前記最小及び最大仮想利得パラメータ並びに最前仮定利得パ
ラメータを再帰的に設定すること、
　前記最前仮定利得パラメータに基づいて前記増幅手段のための前記利得を決定すること
、
　を更に含む、請求項２８の装置。
【請求項３８】
　増幅器の利得を自動的に制御するためのコンピュータプログラム製品であって、
　目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器からの出力に基づいて前記
増幅器に対する利得を決定することを実行可能にするコードを含む、コンピュータプログ
ラム製品。
【請求項３９】
　増幅器と、
　目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器からの出力に基づいて前記
増幅器のための利得を決定するように構成される自動利得制御器と、
　前記目標信号に基づいて音を生成するように構成される変換器と、
　を具備する、携帯セット。
【請求項４０】
　増幅器と、
　目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器からの出力に基づいて前記
増幅器のための利得を決定するように構成される自動利得制御器と、
　前記目標信号に基づいて表示を提供するように構成されるユーザインタフェースと、
　を具備する、時計。
【請求項４１】
　増幅器と、
　目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器からの出力に基づいて前記
増幅器のための利得を決定するように構成される自動利得制御器と、
　前記目標信号に基づいてデータを発生するように構成されるセンサと、
　を具備する、検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般的に通信システムに監視、特に受信機で自動利得制御を行うための概念及
び技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ピア対ピアネットワークは普通にアドホック接続を介して無線装置を接続するために使
用される。これらネットワークは通常セントラルサーバと通信する伝統的クライアント－
サーバモデルとは異なる。ピア対ピアネットワークは互いに直接通信する等しいピア装置
だけを有する。そのようなネットワークは多くの目的のために有効である。ピア対ピアネ
ットワークは、例えば、短距離又は屋内アプリケーションのための家庭用電線交換システ
ムとして使用されてもよい。これらネットワークはいつもパーソナル無線エリアネットワ
ーク（ＷＰＡＮ）と呼ばれ、ビデオ、オーディオ、ボイス、テキスト、及び短距離での無
線装置間の他の媒体を効率的に伝送するために有効である。
【０００３】
　ＷＰＡＮは家庭又は小事務所における装置に対して接続性を提供してもよく又は人によ
って運ばれる装置に対して接続性を提供するために使用されてもよい。代表的シナリオで
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は、ＷＰＡＮは数十メートルの単位の範囲内の装置に対して接続性を提供する。幾つかの
アプリケーションでは、携帯電話のような携帯機器が、例として、パルス状超広帯域（Ｕ
ＷＢ）通信を用いてヘッドセットと通信してもよい。比較的小量の電力を消費する装置は
一般的にこれら及び他のタイプのアプリケーションにおいて望ましい。そのような装置の
低電力消費は小型バッテリサイズ及び／又は長バッテリ寿命を可能にする。
【０００４】
　この目的を達成するために、例として、パルス位置変調（ＰＰＭ）を持つパルス状ＵＷ
Ｂ技術を実行する物理レイヤ設計方法は低電力及び低複雑性システム設計のために利用さ
れていた。しかしながら、そのようなアーチテクチャを実施するために必要なＲＦ設計は
アナログエネルギ検出ベースＰＰＭ復調器から生じるもののような重大な挑戦に直面する
。あるアプリケーションでは、デジタル復調を伴うスライサベースアーチテクチャの実施
がエネルギ集中ベース方法に比べて電力消費を減少する効率的な方法である。
【０００５】
　同時に、スライサベースアーチテクチャは、一般的に、微細自動利得制御（ＡＧＣ）を
必要とする。特にＵＷＢシステムにおいて、微細ＡＧＣレベルを設定ことは大きな電力消
費コスト及び／又はリンクバケットコストを持つことができ、それによって、スライサベ
ースアーチテクチャが節電の観点から持つ幾つかの利点を無効にする。従って、最小電力
消費及びリンクバケットコストを用いて微細ＡＧＣ推定を可能にする方法のための技術の
必要性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　開示の態様によると、装置は増幅器及び目標信号が増幅器の出力に現われない期間に増
幅器からの出力に基づいて増幅器の利得を決定するように構成される自動利得制御器を含
む。
【０００７】
　開示の他の態様によると、装置は目標信号を増幅する手段及び目標信号が増幅手段の出
力に現われない期間に増幅手段からの出力に基づいて増幅手段の利得を自動的に制御する
手段を含む。
【０００８】
　開示の更の態様によると、自動利得制御方法は増幅器によって目標信号を増幅すること
、及び目標信号が増幅器の出力に現われない期間に増幅手段からの出力に基づいて増幅器
の利得を自動的に制御することを含む。
【０００９】
　開示の更なる態様にさらによると、増幅器の利得を自動的に制御するコンピュータプロ
グラム製品は目標信号が増幅器の出力に現われない期間に増幅手段からの出力に基づいて
増幅器の利得を決定するために実行できるコードを有するコンピュータ読取り可能媒体を
含む。
【００１０】
　開示の他の態様によると、開示の他の態様によると、携帯装置は増幅器と、目標信号が
増幅器の出力に現われない期間に増幅器からの出力に基づいて増幅器の利得を決定するよ
うに構成される自動利得制御器と、目標信号に基づいてサウンドを発生するように構成さ
れる変換器とを含む。
【００１１】
　開示の更に他の態様によると、時計は幅器と、目標信号が増幅器の出力に現われない期
間に増幅器からの出力に基づいて増幅器の利得を決定するように構成される自動利得制御
器と、目標信号に基づいて表示を提供するように構成されるユーザインタフェースとを含
む。
【００１２】
　開示の更なる態様に更に従うと、検出装置は幅器と、目標信号が増幅器の出力に現われ
ない期間に増幅器からの出力に基づいて増幅器の利得を決定するように構成される自動利
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得制御器と、目標信号に基づいてデータを生成するように構成されるセンサとを含む。
【００１３】
　本発明の他の態様はそこには図説により本発明の種々の態様だけが示され、説明されて
いる次の詳細な説明から当業者に容易に明らかであろうことは理解される。実現されるよ
うに、本発明は他の及び異なる態様を可能にし、その幾つかの詳細は全て本発明の範囲か
ら逸脱しないで種々他の観点において変更を可能にする。従って、図面及び詳細な説明は
実際に説明するようにそして限定されないように留意されるべきである。
【００１４】
　本開示の種々態様は添付図面において、例として示され、限定として示されるものでは
ない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】無線通信システムの例を示す概念図である。
【図２】受信機の例を示す概略ブロック図である。
【図３】ＡＧＣを備えた受信機の例を示す概略ブロック図である。
【図４Ａ】ＡＧＣアルゴリズムの例を表すフローチャートを示す。
【図４Ｂ】ＡＧＣアルゴリズムの例を表すフローチャートを示す。
【図５】受信機の機能の例を示す概念ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　開示の種々態様が以下に説明される。ここでの教示は種々の形態で実施されてもよく、
任意の特定の構成、機能又はここに開示されている両方は代表であるに過ぎないことは明
らかである。ここの教示に基づいて当業者はここの開示された態様は他の態様から独立し
て実行されてもよく、これら態様の２つ以上が種々方法で組み合わされてもよいことは言
うまでもない。例えば、装置は実施されてもよく、又は方法はここに説明されている態様
の幾つかを用いて実行されてもよい。更に、そのような装置は実施されてもよく又はその
ような方法は他の構成、機能、又はここに説明された態様の１つ以上に加えて又はそれら
以外に構成及び機能を用いて実行されてもよい。態様は請求項の１つ以上の要素で構成さ
れてもよい。
【００１７】
　受信機の幾つかの態様が提供される。受信機は、例として、携帯装置、マイクロホン、
医療装置、生体センサ、心拍モニタ、歩数計、ＥＫＧ装置、ユーザＩ／Ｏ装置、時計、遠
隔制御、スイッチ、タイヤ空気圧モニタ、娯楽装置、コンピュータ、店頭装置、補聴器、
セットトップボックス、携帯電話、又はある種の無線信号伝達能力を持つ他の装置に組み
込まれてもよい。装置は無線通信リンクを介して送信又は受信される信号に基づいて機能
を行う種々コンポーネントを含んでもよい。例として、ヘッドセットは無線通信リンクを
介して受信される信号に基づいて可聴出力を提供するように構成される変換器を含んでも
よい。時計は無線通信リンクを介して受信される信号に基づいて視覚出力を提供するよう
に構成される表示器を含んでもよい。医療機器は無線通信リンクを介して送信されるべき
検知信号を発生するように構成されるセンサを含んでもよい。
【００１８】
　或いは、受信機は通信システム用のアクセス装置（例えば、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイン
ト）に組み込まれてもよい。例として、装置は有線又は無線通信リンクを介して他ネット
ワーク（例えば、インターネット（登録商標）のような広域ネットワーク）への接続性（
ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）を提供してもよい。従って、装置は装置１０２（例えば、Ｗ
ｉ－Ｆｉ局）が他のネットワークをアクセスすることを可能にするかもしれない。
【００１９】
　幾つかの構成では、受信機は無線ネットワークを他のノードにアクセスするアクセスポ
イントの一部であってもよい。多くのアプリケーションでは、受信機は受信だけでなく送
信する装置の一部であってもよい。故にそのような装置は分離コンポーネントである送信
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機又は「トランシーバ」として知られている単一コンポーネントに受信機と一体にされる
送信機を必要とすることになる。当業者は容易に理解するように、この開示の全体に説明
されている種々の概念は受信機が独立型装置、トランシーバに一体化される、又は無線通
信システムでのノートの一部であるか否かに関係なく任意の受信機能に適用できる。
【００２０】
　ここの教示は（例えば、パルスベース信号伝達方式及び低デューティサイクルモードを
用いて）低電力アプリケーションに使用するのに適しており、（高帯域幅パルスを使用し
て）比較的高データレートを含むさまざまなデータレートをサポートする。例として、受
信機の種々携帯を含む装置は（例えば、数ナノ秒の単位の）比較的短い長さと比較的高帯
域幅を有する超広帯域（ＵＷＢ）を利用してもよい。パルス状ＵＷＢ信号は非常に少ない
電力消費の非常に短いパルスで送信されるので、この技術は多くのアプリケーションによ
く適している。しかしながら、当業者は容易に理解するように、この開示の全体に示され
る種々態様は種々の無線通信システムに対する受信機に同様に適用できる。従って、パル
ス状ＵＷＢシステムのどの参照も種々の態様は広範囲のアプリケーションを持つとの了解
の下で種々の態様を説明することだけを意図している。例として、この開示の全体にわた
り説明される種々態様はブルーツース（商標登録）、８０２．１１のための受信機、及び
他の無線技術に適用されてもよい。
【００２１】
　無線通信システムの例が図１を参照して説明する。無線通信システム１００は種々の他
の無線ノード１０４と通信するラップトップコンピュータ１０２によって示される。この
例では、コンピュータ１０２はデジタルカメラ１０４Ａからデジタル写真を受信してもよ
く、プリントのためにプリンタ１０４Ｂに文書を送信してもよく、スマートバンドエイド
１０４Ｃと通信してもよく、携帯端末（ＰＤＡ）１０４Ｄで電子メールと同期してもよく
、デジタルオーディオプレーヤ（例えば、ＭＰ３プレーヤ）１０４Ｅに音楽ファイルを転
送してもよく、大容量記憶装置１０４Ｆにデータ及びファイルをバックアップしてもよく
、時計１０４Ｇに時間を設定してもよく、検知装置１０４Ｈ（例えば、生体センサ、心拍
数モニタ、歩数計、ＥＫＧ装置、などのような医療機器）からデータを受信してもよい。
デジタルオーディオプレーヤ１０４Ｅからオーディオを受信するヘッドセット１０６（例
えば、ヘッドホーン、イヤホーン、など）が示される。
【００２２】
　無線通信システム１００の構成において、コンピュータ１０２は広域ネットワーク（Ｗ
ＡＮ）（即ち、地域的、全国的又は世界的領域さえもカバーする無線ネットワーク）へア
クセスポイントを提供する。ＷＡＮの１つの一般的な例はインターネットである。ＷＡＮ
の他の例はＣＤＭＡ２０００、音声、データを送るためコード分割多重アクセス（ＣＤＭ
Ａ）を使用する電気通信標準、及びモバイル加入者間の信号伝達をサポートするセルラネ
ットワークである。セルラネットワークは時々無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）と呼ば
れる。ＷＷＡＮの他の例は空中インターフェースのＣＤＭＡ２０００系列の一部である発
展データ最適化（ＥＶ－ＤＯ）又は超モバイル広帯域　（ＵＭＢ）、その両方のようなモ
バイル加入者に広帯域インターネットアクセスをするセルラネットワークである。代わり
に又は追加的に、コンピュータ１０２はイーサーネットモデムへのＵＷＢ接続、又はロー
カルエリアネットワーク（ＬＡＮ）（即ち、家庭、事務所、コーヒ点、輸送拠点、ホテル
、などでの数十又は数百メートルを一般的にカバーするネットワーク）に対する他のイン
ターフェースを有してもよい。
【００２３】
　上述した無線通信システム及び他のシステムで用いるのに適している受信機の幾つかの
例が図２－４を参照して提供する。
【００２４】
　図２を参照すると、信号源２０２は符号シンボルでなる情報を発生し、この情報で搬送
信号を変調する。情報は畳み込み符号（convolutional codes）、ターボ符号（Turbo cod
es）、又は他の適切な符号化方式で符号化されてもよい。その後、変調搬送信号は無線チ
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ャネル２０４を介して受信機２０６に送信される。
【００２５】
　受信機２０６にて、変調搬送信号はフロントエンドでアナログ回路で処理される。アナ
ログ回路の概念例が図２に示される。これはアンテナ２０８，バンドパスフィルタ（ＢＰ
Ｆ）２１０、低雑音増幅器（ＬＮＡ）２１２，スクエアラー（squarer）２１４，ロウパ
スフィルタ（ＬＰＦ）２１６，及び可変利得増幅器（ＶＧＡ）２１７を含む。この例では
、変調搬送波はアンテナ２０８で受信され、無線チャネル２０４から受信される帯域外雑
音及び干渉を取り除くためにＢＰＦ２１０に供給される。ＢＰＦ２１０からのフィルタ処
理済み信号はＬＮＡ２１２に供給する。これは良好な雑音性能をもって増幅を行う。ＬＮ
Ａ２１２からの増幅信号はその後スクエアラー２１４に供給される。スクエアラー２１４
は増幅信号から信号の大きさを求めるために使用される。スクエアラー２１４はダウンコ
ンバート（図示せず）のちにＲＦで、又は中間周波数で直接に実施されてもよい。或いは
、ＬＰＦ２１６はスクエアラー２１４に固有であってもよい。ＬＰＦ２１６応答は固定さ
れてもよく又は適応的に制御されてもよい。ＬＰＦ２１６からの出力する信号は更に増幅
するためにＶＧＡ２１７に供給される。
【００２６】
　ＶＧＡ２１７から出力する信号はスライサ２１８によってサンプルを抽出される。この
例でのスライサ２１８は１ビットスライサであるが、Ｎが追加のシステム設計パラメータ
の場合にはＮビットスライサとなる。１ビットスライサはサンプリング周波数ｆｓで信号
に関する１ビットの決定をする。サンプリング周波数は固定されてもよく又は性能最適化
のために適応的に制御されてもよい。
【００２７】
　スライサ２１８からサンプル出力は信号源２０２によって送信される信号によって搬送
される情報を表すデータを回復するためデジタル復調器２２０に供給される。復調器２２
０の構成は信号源２０２で実施される変調方式に依存する。当業者が理解するように、信
号源２０２によって送信される信号は複数の周知の変調方式のどれかによって変調されて
もよい。適当な復調器２２０の１つの例は代理人制御番号０７２３６３を持つ米国特許出
願番号１２／０９９，６８６に開示されている。その内容は引用により援用される。
【００２８】
　復調器２２０によって回復されるデータはデータ受信装置（data sink）２２６によっ
て更に処理するためのデジタルビットストリームに符号化シンボルデータからなるデータ
を変換するため復号器２２０に供給される。データ受信装置２２６の特定の実施は特定の
アプリケーションに依存することになる。例として、データ受信装置はヘッドセットのた
めの変換器、時計のためのユーザインタフェース、及び感知装置のためのセンサであって
もよい。
【００２９】
　図３を参照すると、受信機がＡＧＣ２２８と共に示されている。ＡＧＣ２２８はＬＮＡ
利得、ＶＧＡ利得及び／又はスライサ閾値を適応的に制御するために使用されてもよい。
特に、ＡＧＣ２２８はＬＮＡ利得、ＶＧＡ利得及び／又はスライサ閾値を雑音と干渉に基
づき、信号レベルに基づかないで決定する。この例では、ＬＮＡ利得、ＶＧＡ利得及び／
又はスライサ閾値は信号が存在しない場合にある期間（即ち、ＡＧＣ走査）中に決定され
る。しかしながら、幾つかのアプリケーションでは、受信機２０６は信号がＡＧＣ走査中
に存在しないことを確認することができなくてもよい。これらのアプリケーションでは、
推定利得レベルでの誤差による任意の性能損失は定量化されても、リンクマージンに占め
られてもよい。場合によっては、パーフォーマンスインパクトを軽減するシステム特定解
決策がある。例として、時間飛び越しＵＷＢシステムでは、ＡＧＣ走査は信号獲得の可能
性を最小にするときに助力となるかもしれない時間飛び越しをしなくて行ってもよい。他
の方法は取得後に決定指向微細ＡＧＣ制御（decision directed fine AGC control）を持
つことである。
【００３０】
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　ＡＧＣ走査中に、１ビットスライサ２１８は各ビットが２つの値の１つ（即ち、論理状
態「０」又は論理状態「１」）である一連のビットを出力する。ＡＧＣ２２８はＡＧＣ走
査中にスライサ２１８から出力する「１」の平均割合を評価し、それを事前に特定したレ
ベルと比較する。或いは、ＡＧＣ２２８はスライサ２１８から出力する「０」の平均割合
を評価し、同様に比較を行ってもよい。ＬＮＡ利得、ＶＧＡ利得、スライサ閾値、又はそ
の任意の組合せが、目標に合うことを確認するために上又は下に調整される。
【００３１】
　ＡＧＣによって使用されるアルゴリズムの例が図４Ａ及び４Ｂに示されたフローチャー
トに関して説明する。図４Ａ及び４Ｂに示されるアルゴリズムは双部分探索（bi-section
al search）を採用し、スライサ閾値レベルが一定に留まり、ＬＮＡ及びＶＧＡ利得だけ
が調整されるものと仮定する。しかしながら、上述したように、増幅器利得及びスライサ
閾値の任意の組合せがＡＧＣアルゴリズムによって制御されてもよい。図４Ａ及び４Ｂに
示されるアルゴリズムにおいて、所定利得レベルの仮定に対して、「最良」利得がＬＮＡ
２１２とＶＧＡ２１７のいずれか又はその両方の利得を調整するために決定及び使用され
る。
【００３２】
　図４Ａにおいて、ＬＮＡ２１２の利得が設定される。図４Ａに示される態様では、ＶＧ
Ａ２１７の可変利得はＶＧＡの最小利得に設定される。図４Ａのブロック４１０ａに示さ
れるように、ＡＧＣアルゴリズムはシステムパラメータを取得する初期ステップを含む。
この例でのシステムパラメータはスライサ出力が収集される期間Ｔhyp（秒）を含む。理
想的には、この期間は目標信号が受信されないときに生じる。システムパラメータは更に
スライサによって出力する１’の平均確率ｓｐthのための目標、ＬＮＡの最小及び最大利
得レベルＬＮＡｍｉｎ、ＬＮＡｍａｘ、及びＬＮＡのための最小要求利得分解能Ｒｅｓｍ

ｉｎ，ＬＮＡを含む。最小要求利得分解能（minimum required gain resolution）はシス
テム設計プロセスの間に決定されてもよい。説明の簡単化のために、ＬＮＡ利得レベルは
分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＬＮＡによってｄＢスケールで等距離となると仮定する。更に、Ｌ
ＮＡ利得レベルの数は２Ｎ－１（Ｎは整数）であると仮定される。一般的ケースへの拡張
は直接的である。
【００３３】
　更に、図４Ａに示されるアルゴリズムにおいて、パラメータ「Ｈ」（即ち、Ｈｍｉｎ，
Ｈｍａｘ，Ｈｈｙｐ，Ｈｂｅｓｔ０）は利得値を表すため又はアルゴリズム全体にわたっ
て制限するために使用される。パラメータＨｂｅｓｔは現在利得レベル仮定のための利得
レベル（「現在利得レベル」）を表す。パラメータＨｍｉｎ及びＨｍａｘは所定の仮定の
ための最小及び最大利得レベルを表す。パラメータｐｂｅｓｔは最善利用可能利得設定Ｈ

ｂｅｓｔに対応するメトリクスを表し、パラメータｐｈｙｐは利得レベルがＨｈｙｐであ
るときにスライサ出力にて１’ｓの評価確率を表す。図４Ａのアルゴリズムでは、参照及
び最大利得レベルＬＮＡｍｉｎ，ＬＮＡｍａｘがｄＢで特定されると仮定される。
【００３４】
　最小及び最大利得Ｈｍｉｎ，Ｈｍａｘのためのパラメータ、最善利用可能利得設定Ｈｂ

ｅｓｔ、及び最善利用可能利得設定に対応するメトリックｐｂｅｓｔが図４Ａのブロック
４２０ａに示されるように初期化される。初期に、最小利得Ｈｍｉｎがシステムパラメー
タＬＮＡｍｉｎ－Ｒｅｓｍｉｎ，ＬＮＡを割当てられ、最大利得Ｈｍａｘはシステムパラ
メータＬＮＡｍａｘ＋Ｒｅｓｍｉｎ，ＬＮＡの値を割当てられる。例えば、ＬＮＡｍｉｎ

＝１０ｄＢ，ＬＮＡｍａｘ＝２０ｄＢ及びＲｅｓｍｉｎ，ＬＮＡ＝１ｄＢならば、Ｈｍｉ

ｎは９ｄＢに割当てられ、Ｈｍａｘは２１ｄＢに割当てられる。最善利用可能利得設定Ｈ

ｂｅｓｔはシステムパラメータＬＮＡｍｉｎの値によって初期化され、最善利用可能利得
設定Ｈｂｅｓｔに対応するメトリックｐｂｅｓｔは値「０」によって初期化される。ブロ
ック４３０ａでは、現在利得レベルＨｈｙｐが最小及び最大利得の平均値、即ち、（Ｈｍ

ｉｎ＋Ｈｍａｘ）／２に設定される。例えば、Ｈｍｉｎ＝９ｄＢ及びＨｍａｘ＝２１ｄＢ
ならば、Ｈｈｙｐは１５ｄＢに設定される。
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【００３５】
　スライサは目標信号が受信されていない期間Ｔｈｙｐの間にサンプリング周波数ｆｓで
チャネル上の雑音プラス干渉のサンプルを取得する。スライサ出力はブロック４４０ａに
示されるように、スライサのサンプル毎に値Ｓｉ（但し、ｉ＝１，２，．．．）として収
集される。
【００３６】
　ブロック４５０ａでは、現在利得レベルＨｈｙｐに対するスライサ出力ｐｈｙｐでの１
’ｓの評価確率は収集されたスライサ出力データの平均値に等しく設定され、１’ｓの評
価確率ｐｈｙｐが目標確率ｐｔｈより大きいかどうかに関して決定がなされる。現在利得
レベルＨｈｙｐに対するスライサ出力での１’ｓの評価確率ｐｈｙｐが目標確率ｐｔｈよ
り大きくなければ（即ち、ブロック４５０ａで“ｎｏ”の決定ならば）、フローはブロッ
ク４５２ａに進む。但し、現在利得レベルＨｈｙｐは最小利得レベルＨｍｉｎの新しい値
として設定される。評価確率ｐｈｙｐが目標確率ｐｔｈより大きければ（即ち、ブロック
４５０ａで“ｙｅｓ”の決定であれば）、フローはブロック４５４ａに移る。但し、現在
利得レベルＨｈｙｐは最大利得レベルＨｍａｘの新しい値として設定される。
【００３７】
　ブロック５６０ａにおいて現在利得レベルＨｈｙｐに対するスライサ出力での１’ｓの
評価確率ｐｈｙｐと目標確率ｐｔｈ（ｐｔｈ－ｐｈｙｐ）との差がメトリックｐｂｅｓｔ

と目標各率ｐｔｈ（ｐｔｈ－ｐｂｅｓｔ）との差より大きいかどうかが決定される。ｐｔ

ｈ－ｐｈｙｐがｐｔｈ－ｐｂｅｓｔより大きければ（即ち、ブロック４６０ａにおいて“
ｙｅｓ”の決定であれば）、フロー制御はブロック４６４ａに移る。ｐｔｈ－ｐｈｙｐが
ｐｔｈ－ｐｂｅｓｔより大きくなければ（即ち、ブロック４６０ａで“ｎｏ”の決定であ
れば）、ｐｂｅｓｔの値がｐｈｙｐの値に更新され、Ｈｂｅｓｔの値がブロック４６２ａ
のＨｈｙｐの値に更新され、その後、フロー制御はブロック４６４ａに移行する。
【００３８】
　ブロック４６４ａでは、最大と最小利得値ＨｍａｘとＨｍｉｎの差（Ｈｍａｘ－Ｈｍｉ

ｎ）が要求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＬＮＡ以下であるかどうかが決定される。
【００３９】
　最大と最小利得値との差（Ｈｍａｘ－Ｈｍｉｎ）が要求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＬＮ

Ａ以下であれば、最善利用可能利得設定ＨｂｅｓｔがＬＮＡに対する利得レベルとして使
用される。（Ｈｍａｘ－Ｈｍｉｎ）が要求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＬＮＡより大きけれ
ば（即ち、ブロック４６４ａで“ｎｏ”が決定されれば）、フロー制御はブロック４３０
ａに移行し、そのときのＨｂｅｓｔの現在値（Ｈｍａｘ－Ｈｍｉｎ）がＬＮＡ４７０ａに
対する利得設定として使用される時点で要求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＬＮＡ以上になる
までアルゴリズムはそのポイントから繰返される。
【００４０】
　図４Ｂは図４Ａにおいて決定されたＬＮＡ利得レベルに基づいてＶＧＡ２１７の利得レ
ベルを設定するためのＡＧＣアルゴリズムを示している。図４Ｂのブロック４１０ｂに示
すように、ＡＧＣアルゴリズムはシステムパラメータを取得する初期ステップを含む。図
４Ｂに示される態様では、システムパラメータはスライサ出力が収集される期間Ｔｈｙｐ

（秒）を含む。理想的には、ここ期間は目標信号が受信されないときに生じる。システム
パラメータは更にスライサによって出力される１’ｓの平均確率ｐｔｈのための目標、可
変利得増幅器の最小及び最大利得レベルＶＧＡｍｉｎ，ＶＧＡｍａｘ、及びＶＧＡのため
の最小要求利得分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＶＧＡを含む。最小要求利得分解能はシステム設計
プロセス中に決定されてもよい。説明の簡単化のために、ＶＧＡ利得レベルは分解能Ｒｅ
ｓｍｉｎ，ＶＧＡによってｄＢスケールで等距離となると仮定する。更に、ＶＧＡ利得レ
ベルの数は２Ｎ－１（但し、Ｎは整数）と仮定する。一般的ケースへの拡張は直接的であ
る。
【００４１】
　更に、図４Ｂに示されるアルゴリズムにおいて、パラメータ“Ｈ”（即ち，Ｈｍｉｎ，
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Ｈｍａｘ，Ｈｈｙｐ，Ｈｂｅｓｔ）はアルゴリズム全体にわたる利得値又は制限値を表す
ために使用される。パラメータＨｂｅｓｔはどの点でも最善利用可能利得設定を表す。パ
ラメータＨｈｙｐは現在利得レベル仮定のための利得レベル（「現在利得レベル」）を表
す。パラメータＨｍｉｎ及びＨｍａｘは所定仮定に対する最小及び最大利得レベルを表す
。パラメータｐｂｅｓｔは最善利用可能利得設定Ｈｂｅｓｔに対応するメトリックを表し
、パラメータｐｈｙｐは利得レベルがＨｈｙｐであるときのスライサ出力での１’ｓの評
価確率を表す。図４Ｂのアルゴリズムでは、最小及び最大利得レベルＶＧＡｍｉｎ，ＶＧ
ＡｍａｘはｄＢで特定されると仮定する。
【００４２】
　最小及び最大利得のパラメータＨｍｉｎ，Ｈｍａｘ，、最前利用可能利得設定Ｈｂｅｓ

ｔ及び最善利用可能利得設定に対応するメトリックｐｂｅｓｔは図４Ｂのブロック４２０
ｂに示すように初期化される。最初に、最小利得Ｈｍｉｎがシステムパラメータの値ＶＧ
Ａｍｉｎ－Ｒｅｓｍｉｎ，ＶＧＡを割り当てられ、最大利得Ｈｍａｘはシステムパラメー
タの値ＶＧＡｍｉｎ－Ｒｅｓｍｉｎ，ＶＧＡを割り当てられる。例えば、ＶＧＡｍｉｎ＝
１０ｄＢ，ＶＧＡｍａｘ＝２０ｄＢ及びＲｅｓｍｉｎ，ＶＧＡ＝１ｄＢであれば、Ｈｍｉ

ｎは９ｄＢに割り当てられ、Ｈｍａｘは２１ｄＢに割り当てられる。最善利用可能利得設
定Ｈｂｅｓｔはシステムパラメータの値ＶＧＡｍｉｎによって初期化され、最善利用可能
利得設定Ｈｂｅｓｔに対応するメトリックｐｂｅｓｔは値「０」によって初期化される。
ブロック４３０ｂでは、現在利得レベルＨｈｙｐは最小及び最大利得の平均値、即ち、（
Ｈｍｉｎ＋Ｈｍａｘ）／２に設定される。例えば、Ｈｍｉｎ＝９ｄＢ及びＨｍａｘ＝２１
ｄＢであれば，Ｈｈｙｐは１５ｄＢに設定される。
【００４３】
　スライサは信号が受信されない期間Ｔｈｙｐ中にサンプリング周波数ｆｓでチャネル上
に雑音プラス干渉のサンプルを取得する。スライサ出力はブロック４４０ｂに示されるよ
うに、スライサのサンプルごとに、値Ｓｉ（但し、ｉ＝１，２，．．．）として収集され
る。
【００４４】
　ブロック４５０ｂでは、現在利得レベルＨｈｙｐに対するスライサ出力ｐｈｙｐで１’
ｓの推定確率は収集スライサデータの平均値に等しく設定され、１’ｓの推定確率ｐｈｙ

ｐが目標確率ｐｔｈより大きいかどうかに関して決定する。現在利得レベルＨｈｙｐに対
するスライサ出力での１’ｓの推定確率ｐｈｙｐが目標確率ｐｔｈより大きくなければ（
即ち、ブロック４５０ｂで「ｎｏ」の決定ならば）、現在利得レベルＨｈｙｐが最小利得
レベルＨｍｉｎの新たな値として設定される場合にブロック４５２ｂに移動する。推定確
率ｐｈｙｐが目標確率ｐｔｈより大きければ（即ち、ブロック４５０ｂにおいて「ｙｅｓ
」の決定であれば）、現在利得レベルＨｈｙｐが最大利得レベルＨｍａｘの新しい値とし
て設定される場合、フローはブロック４５４ｂに移行する。
【００４５】
　ブロック４６０ｂでは、現在利得レベルＨｈｙｐに対するスライサ出力での１’ｓの推
定確率と目標確率ｐｔｈとの差の絶対値がメトリックｐｂｅｓｔと目標確率ｐｔｈとの差
（｜ｐｔｈ－ｐｂｅｓｔ｜）の絶対値より大きいかどうかが決定される。｜ｐｔｈ－ｐｈ

ｙｐ｜は｜ｐｔｈ－ｐｂｅｓｔ｜より大きければ（即ち、ブロック４６０ｂで「ｙｅｓ」
の決定であれば）、フローはブロック４６４ｂに移行する。｜ｐｔｈ－ｐｈｙｐ｜が｜ｐ

ｔｈ－ｐｂｅｓｔ｜より大きくなければ（即ち、ブロック４６０ｂで「ｎｏ」の決定なら
ば）、ｐｂｅｓの値がｐｈｙｐの値に高背印され、Ｈｂｅｓｔの値がブロック４６２ｂに
おいてＨｈｙｐの値に更新され、それからフロー制御はブロック４６４ｂに移行する。
【００４６】
　ブロック４６４ｂでは、最大と最小利得値ＨｍａｘとＨｍｉｎとの差（Ｈｍａｘ－Ｈｍ

ｉｎ）が要求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＶＧＡ以下であるかどうかが決定される。
【００４７】
　最大と最小利得値との差（Ｈｍａｘ－Ｈｍｉｎ）が要求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＶＧ
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Ａ以下であれば（即ち、ブロック４６４ｂで「ｙｅｓ」の決定であれば）、最善利用可能
利得設定ＨｂｅｓｔはＶＧＡ利得レベルとして使用される。（Ｈｍａｘ－Ｈｍｉｎ）は要
求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＶＧＡより大きければ（即ち、ブロック４６４ｂで「ｎｏ」
の決定であれば）、フロー制御はブロック４３０ｂに戻り、アルゴリズムはＨｂｅｓｔの
そのときの現在値がＶＧＡ利得設置４７０ｂとして使用される時点で（Ｈｍａｘ－Ｈｍｉ

ｎ）が要求最小分解能Ｒｅｓｍｉｎ，ＶＧＡ以下になるまでその点から繰り返される。
【００４８】
　単一の目標値ｐｔｈのコンテクストで説明されているけれども、ここで説明されている
システム及び概念は確率の領域を含む目標ｐｔｈを含むように拡張されてもよいことは当
業者には明らかである。
【００４９】
　図３を参照すると、ＡＧＣ２２８は、汎用プロセッサ、マイクロ制御器、デジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理装置、制御器、状態機器、離散ハードウ
エアコンポーネント、又はその任意の組合せ、若しくはこの開示の全体にわたって説明さ
れている種々機能を行うことができる他の適当なエンティテイによって実施又は実行され
てもよい。ＡＧＣ２２８はソフトウェアを記憶する１以上の機械読み取り媒体を含んでも
よく、又はサポートされてもよい。ソフトウェアはソフトウェア、ファームウェア、ミド
ルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述用語、又はほかに呼ばれようとも、インス
トラクション、データ、又はその任意の組合せを意味するように幅広く構成されるものと
する。インストラクションはコード（例えば、ソースコードフォーマット、バイナリコー
ドフォーマット、実行可能コードフォーマット、又はコードの他の適切なフォーマット）
を含んでもよい。
【００５０】
　機械読み取り可能媒体は一箇所から他の箇所へのソフトウェアの搬送を用意にする任意
の媒体を含む。例として、機械読み取り媒体はＲＡＭ，ＲＯＭ，ＥＥＰＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ
ＯＭ又は他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置又は他の磁気記憶装置、或い
はインストラクション又はデータ構造の形態でソフトウェアを搬送又は記憶するために使
用でき、処理システムによってアクセスし得る他の媒体を含む。どの接続も機械読み取り
媒体と適切に称される。例えば、ソフトウェアが同軸ケーブル、ファイバ光学ケーブル、
ツイストペア、デジタルサブスクライバライン（ＤＳＬ）、又は赤外線、無線又はマイク
ロ波のような無線技術を用いてウエブサイト、サーバ、又は他の遠隔装置から送信されれ
ば、同軸ケーブル、ファイバ光学ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、又は赤外線、無線及
びマイクロ波のような無線技術が媒体の定義に含まれる。上記の組合せは機械読み取り媒
体の範囲内に含まれるべきである。さらに、幾つかの態様では、任煮の適切なコンピュー
タプログラム製品はコンピュータ読み取り可能媒体又は開示の態様の１以上に関するコー
ドを含む機械読み取り可能媒体で構成されてもよい。幾つかの太陽では、コンピュータプ
ログラム製品はパッケージ化部材であってもよい。
【００５１】
　図５は受信機２０６の機能性の例を示す概念ブロック図である。この例では、受信機２
０６は目標信号を増幅する手段５０２及び信号が受信増幅手段の出力に現れない期間中に
増幅手段からの出力に基づいて増幅手段の利得を自動的に制御する手段５０４を含む。
【００５２】
　上記説明は当業者がここで記載された種々態様を実施することを可能にする。これら態
様に対する種々の変形はそれら当業者には容易に理解されるものであり、ここに定義され
た一般的原理は他の態様に適用されてもよい。故に、請求項はここに示される態様に限定
されることを意図していないが、言語請求項と一致する全範囲に一致されるべきであり、
単数での要素の参照は「１つ及び１つだけ」を意味することを意図していなく、特にその
ように述べられていなければ、むしろ「１以上」を意味している。周知であり、又は後日
業者に知られるようになるこの開示の全体を通じて説明される種々の態様の要素に等しい
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全ての構成及び機能は参照によってここに明示的に組み込まれ、請求項によって含められ
ることを意図している。更に、ここに開示されたものはそのような開示が請求項に明確に
記載されているかどうかに関係なく公衆のために設けられることを意図していない。請求
項の要素は要素が用語「手段」を用いて明確に記載され、又は方法請求項の場合、要素が
用語“ステップ”を用いて記載されていない限り米国特許法１１２条、第６パラグラフの
規定の下に解釈されるべきでない。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５】



(16) JP 2011-521547 A 2011.7.21

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月7日(2011.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　増幅器と、
　前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定するように構成される
自動利得制御器と、
　サンプルを生成するために前記増幅器からの前記出力をサンプリングするように構成さ
れるスライサと、
　を具備し、前記スライサから出力する前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、
　前記自動利得制御器は
　目標信号が前記増幅器の前記出力に現れない期間に前記サンプルを処理し、
　前記期間中に、前記第１の値を持つ前記処理済サンプルの割合を閾値割合と比較し、
　前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように更に構成される、無
線通信装置。
【請求項２】
　前記自動利得制御器は前記目標信号は更に前記増幅器の出力に現れない第２の期間中に
前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定するように構成される、
請求項１の装置。
【請求項３】
　前記スライサは１ビットスライサで構成される、請求項１の装置
【請求項４】
　前記第１の値は論理状態１であり、前記第２の値は０の論理状態である、請求項１の装
置。
【請求項５】
　前記第１の値は０の論理状態であり、前記第２の値は１の論理状態である、請求項１の
装置。
【請求項６】
　前記スライサは更にスライサ閾値に基づいて前記増幅器からの前記出力をサンプリング
するように構成され、前記自動利得制御器は更に前記期間中に前記サンプルから前記スラ
イサに対する前記スライサ閾値を決定するように構成される、請求項１の装置。
【請求項７】
　第２の増幅器を更に具備し、前記自動利得制御器は更に前記期間中に前記スライサから
出力する前記サンプルから前記第２の増幅器に対する利得を決定するように構成される、
請求項１の装置。
【請求項８】
　前記増幅器及び第２の増幅器の一方は低雑音増幅器で構成され、前記増幅器及び第２の
増幅器の他方は可変利得増幅器により構成される、請求項８の装置。
【請求項９】
　前記増幅器は低雑音増幅器又は可変利得増幅器のいずれかで構成される、請求項１の装
置。
【請求項１０】
　前記自動利得制御器は更に、
　最小要求利得分解能を求め、
　最小と最大仮定利得パラメータとの差は前記最小要求利得分解能以上になるまでシステ
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ムパラメータに基づいて前記最小及び最大仮定利得パラメータ及び最善仮定利得パラメー
タを再帰的に設定し、
　前記最善仮定利得パラメータに基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように
構成される、請求項１の装置。
【請求項１１】
　目標信号を増幅する手段と、
　前記増幅する手段からの出力に基づいて前記増幅する手段に対する利得を自動的に制御
する手段と、
　各々が第１又は第２の値を有する複数のサンプルを生成するために前記増幅器からの前
記出力をサンプリングする手段と、
　目標信号が前記増幅器の前記出力に現れない期間中に前記サンプルを処理する手段と、
　前記期間中に、前記第１の値を持つ前記処理済サンプルの割合を閾値割合と比較する手
段と、
　前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定する手段と、
　を具備する無線通信装置。
【請求項１２】
　前記増幅する手段に対する利得を自動的に制御する前記手段は前記目標信号が前記増幅
する手段の前記出力に現れない第２の期間中に前記増幅する手段からの前記出力に基づい
て前記増幅する手段に対する利得を決定する手段を更に具備する、請求項１１の装置
【請求項１３】
　前記さアンプリング手段はスライサにより構成される、請求項１１の装置。
【請求項１４】
　前記スライサは１ビットスライサで構成される、請求項１３の装置。
【請求項１５】
　前記第１の値は論理状態１であり、前記第２の値は０の論理状態である、請求項１１の
装置。
【請求項１６】
　前記第１の値は０の論理状態であり、前記第２の値は１の論理状態である、請求項１１
の装置。
【請求項１７】
　前記サンプリングする手段はスライサ閾値に基づいて前記増幅する手段からの前記出力
をサンプリングするように構成され、前記期間中に前記サンプリングする手段から出力す
る前記サンプルから前記増幅する手段に対する前記スライサ閾値を決定する手段を更に具
備する、請求項１１の装置。
【請求項１８】
　前記目標信号を増幅する第２の手段を更に具備し、前記増幅する手段の利得を自動的に
制御する前記手段は前記期間中に前記サンプリングする手段から出力する前記サンプルか
ら前記第２の増幅する手段に対する利得を決定する手段を更に具備する、請求項１１の装
置。
【請求項１９】
　前記増幅する手段及び前記第２の増幅する手段の一方は低雑音増幅器により構成され、
前記増幅する手段及び前記第２の増幅する手段の他方は可変利得増幅器で構成される、請
求項１８の装置。
【請求項２０】
　前記増幅する手段は低雑音増幅器又は可変利得増幅器のいずれかにより構成される、請
求項１１の装置。
【請求項２１】
　前記増幅する手段の利得を自動的に制御する前記手段は更に
　最小要求利得分解能を取得する手段と、
　最小と最大仮定利得パラメータとの差が前記最小要求利得分解能以上となるまで前記シ
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ステムパラメータに基づいて前記最小及び最大仮定利得パラメータ並びに最善仮定利得パ
ラメータを再帰的に設定する手段と、
　前記最善仮定利得パラメータに基づいて前記増幅する手段に対する前記利得を決定する
手段と、
　具備する、請求項１１の装置。
【請求項２２】
　目標信号を増幅器によって増幅すること、
　前記増幅手段からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を自動的に制御すること、
を含み、
　前記自動的に制御することは
　各々が第１又は第２の値を有する複数のサンプルを生成するために前記増幅器からの前
記出力をサンプリングすること、
　目標信号が前記増幅器の前記出力に現れない期間中に前記サンプルを処理すること、
　前記期間中に前記第１の値を持つ前記処理済サンプルの割合を閾値割合と比較すること
、
　前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定すること、
　を含む、自動利得制御方法。
【請求項２３】
　前記利得の前記自動制御は前記目標信号が前記増幅器の前記出力に現れる第２の期間中
に前記増幅器からの前記出力に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定することを含
む、請求項２２の方法。
【請求項２４】
　前記第１の値は論理状態１であり、前記第２の値は０の論理状態である、請求項２２の
方法。
【請求項２５】
　前記第１の値は０の論理状態であり、第２の値は１の論理状態である、請求項２２の方
法。
【請求項２６】
　前記増幅器からの前記出力をサンプリングすることはスライサ閾値に基づいており、前
記利得の前記自動制御は更に前記期間中に前記スライサ閾値を決定することを含む、請求
項２２の方法。
【請求項２７】
　第２の増幅器を更に含み、前記利得の前記自動制御は更に前記期間中に前記サンプルか
ら前記第２の増幅器に対する利得を決定することを含む、請求項２２の方法。
【請求項２８】
　前記利得の前記自動制御は更に
　最小要求利得分解能を求めること、
　最小と最大仮定利得パラメータの差が前記最小要求利得分解能以上になるまでシステム
パラメータに基づいて前記最小及び最大仮定利得パラメータ並びに最善仮定利得パラメー
タを再帰的に設定すること、
　前記最善仮定利得パラメータに基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定すること、
　を含む、請求項２７の方法。
【請求項２９】
　請求項２２乃至２８のいずれか１つのステップを実行可能にするコードを含むコンピュ
ータ読み取り可能媒体を具備する、増幅器の利得を自動的に制御するコンピュータプログ
ラム製品。
【請求項３０】
　増幅器と、
　前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定するように構成される
自動利得制御器と、
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　サンプルを生成するために前記増幅器からの前記出力をサンプリングするように構成さ
れるスライサと、
　目標信号に基づいて音を発生するように構成される変換器と、
　を具備し、前記スライサから出力する前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、
　前記自動利得制御器は
　前記目標信号が前記増幅器の前記出力に現れない期間に前記サンプルを処理し、
　前記期間中に、前記第１の値を持つ前記処理済サンプルの割合を閾値割合と比較し、
　前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように更に構成される、ヘ
ッドセット。
【請求項３１】
　増幅器と、
　前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定するように構成される
自動利得制御器と、
　サンプルを生成するために前記増幅器からの前記出力をサンプリングするように構成さ
れるスライサと、
　目標信号に基づいて表示を抵抗するように構成されるユーザインタフェースと、
　を具備し、前記スライサから出力する前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、
　前記自動利得制御器は
　前記目標信号が前記増幅器の前記出力に現れない期間に前記サンプルを処理し、
　前記期間中に、前記第１の値を持つ前記処理済サンプルの割合を閾値割合と比較し、
　前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように更に構成される、ヘ
ッドセット。
【請求項３２】
　増幅器と、
　前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定するように構成される
自動利得制御器と、
　サンプルを生成するために前記増幅器からの前記出力をサンプリングするように構成さ
れるスライサと、
　目標信号に基づいてデータを発生するように構成されるセンサと、
　を具備し、前記スライサから出力する前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、
　前記自動利得制御器は
　前記目標信号が前記増幅器の前記出力に現れない期間に前記サンプルを処理し、
　前記期間中に、前記第１の値を持つ前記処理済サンプルの割合を閾値割合と比較し、
　前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように更に構成される、検
出装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　上記説明は当業者がここで記載された種々態様を実施することを可能にする。これら態
様に対する種々の変形はそれら当業者には容易に理解されるものであり、ここに定義され
た一般的原理は他の態様に適用されてもよい。故に、請求項はここに示される態様に限定
されることを意図していないが、言語請求項と一致する全範囲に一致されるべきであり、
単数での要素の参照は「１つ及び１つだけ」を意味することを意図していなく、特にその
ように述べられていなければ、むしろ「１以上」を意味している。周知であり、又は後日
業者に知られるようになるこの開示の全体を通じて説明される種々の態様の要素に等しい
全ての構成及び機能は参照によってここに明示的に組み込まれ、請求項によって含められ
ることを意図している。更に、ここに開示されたものはそのような開示が請求項に明確に
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記載されているかどうかに関係なく公衆のために設けられることを意図していない。請求
項の要素は要素が用語「手段」を用いて明確に記載され、又は方法請求項の場合、要素が
用語“ステップ”を用いて記載されていない限り米国特許法１１２条、第６パラグラフの
規定の下に解釈されるべきでない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　（１）　増幅器と、目標信号が前記増幅器の出力に現われない期間に前記増幅器からの
出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定するように構成される自動利得制御器と、
を具備する無線通信装置。
　（２）　前記自動利得制御器は更に前記目標信号が前記増幅器の出力に現われない第２
の期間中に前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するよう
に構成される、（１）の装置。
　（３）　前記増幅器からの前記出力からサンプルを抽出するように構成されるスライサ
を更に具備し、前記自動利得制御器は更に前記期間中にサンプルから前記増幅器に対する
前記利得を決定するように構成される、（１）の装置。
　（４）　前記スライサは１ビットスライサで構成される、（３）の装置。
　（５）　前記自動利得制御器は更に前記サンプルを処理し、前記処理済みサンプルを閾
値と比較し、前記比較に基づいて前記増幅器のための前記利得を決定するように構成され
る、（３）の装置。
　（６）　前記スライサから出力される前記サンプルの各々は第１又は第２の値を有し、
前記自動利得制御器は更に前記期間中に前記第１の値を有するサンプルの割合を閾値割合
と比較し、前記比較に基づいて前記増幅器に対する前記利得を決定するように構成される
、（５）の装置。
　（７）　前記第１の値は論理状態１でなり、前記第２の値は０の論理状態である、（６
）の装置。
　（８）　前記第１の値は０の論理状態でなり、前記第２の値は１の論理状態でなる、（
６）の装置。
　（９）　前記スライサは更に閾値に基づいて前記増幅器からの前記出力からサンプルを
抽出するように構成され、前記自動利得制御器は前記期間中に前記サンプルから前記スラ
イサのための前記閾値を決定するように構成される、（３）の装置。
　（１０）　第２増幅器を更に具備し、前記自動利得制御器は更に前記期間中に前記スラ
イサから出力する前記サンプルから前記第２増幅器のための利得を決定するように構成さ
れる、（３）の装置。
　（１１）　前記増幅器及び第２増幅器の一方は低雑音増幅器により構成され、前記増幅
器及び第２増幅器の他方は可変利得増幅器により構成される、（１０）の装置。
　（１２）　前記増幅器は低雑音増幅器又は可変利得増幅器のいずれかにより構成される
、（１）の装置。
　（１３）　前記自動利得制御器は最小要求利得解像度を取得し、最小と最大仮想的利得
パラメータとの差が前記最小要求利得解像度以下となるまでシステムパラメータに基づい
て前記最小及び最大仮想利得パラメータ及び最善仮想利得パラメータを再帰的に設定し、
前記最善仮想利得パラメータに基づいて前記増幅器のための利得を決定するように構成さ
れる、（１）の装置。
　（１４）　目標信号を増幅する手段と、前記目標信号が前記増幅手段の出力に現われな
い期間中に前記増幅手段からの出力に基づいて前記増幅手段に対する利得を自動的に制御
する手段と、を具備する無線通信装置。
　（１５）　前記増幅手段に対する利得を自動的に制御する前記手段は前記目標信号が前
記増幅手段の出力に現われる第２の期間中に前記増幅手段からの出力に基づいて前記増幅
手段のための前記利得を決定する手段を更に具備する、（１４）の装置。
　（１６）　前記増幅手段からの出力からサンプルを抽出するサンプリング手段を更に具
備し、前記増幅手段のための利得を自動的に制御する前記手段は前記期間中に前記サンプ
ルから前記増幅手段のための前記利得を決定する手段を更に具備する、（１４）の装置。
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　（１７）　前記サンプリング手段はスライサで構成される、（１６）の装置。
　（１８）　前記スライサは１ビットスライサで構成される、（１６）の装置。
　（１９）　前記増幅手段の利得を自動的に制御する前記手段は前記サンプリング手段か
ら出力される前記サンプルを処理する手段と、前記処理済みサンプルを閾値と比較する手
段と、前記比較に基づいて前記増幅器のための利得を決定する手段と、を更に具備する、
（１６）の装置。
　（２０）　前記増幅手段から出力する前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、
前記増幅手段の利得を自動的に制御する前記手段は前記期間中に前記第１の値を有するサ
ンプルの割合を閾値割合と比較する手段と、前記比較に基づいて前記増幅手段に対する前
記利得を決定する手段と、を更に具備する、（１９）の装置。
　（２１）　前記第１の値は論理状態１でなり、前記第２の値は０の論理状態でなる、（
２０）の装置。
　（２２）　前記第１の値は０の論理状態でなり、前記第２の値は１の論理状態でなる、
（２０）の装置。
　（２３）　前記増幅手段は閾値に基づいて前記増幅手段からの出力からサンプルを抽出
するように構成され、前記期間中に前記サンプリング手段から出力する前記サンプルから
前記サンプリング手段に対する前記１値を決定する手段を更に具備する、（１６）の装置
。
　（２４）　前記目標信号を増幅する第２手段を更に具備し、前記増幅手段の利得を自動
的に制御する前記手段は前記期間中に前記サンプリング手段から出力する前記サンプルか
ら前記第２増幅手段のための利得を決定する手段を更に具備する、（１６）の装置。
　（２５）　前記増幅手段及び前記第２増幅手段の一方は低雑音増幅器により構成され、
前記増幅手段及び前記第２増幅手段の他方は可変利得増幅器で構成される、（２４）の装
置。
　（２６）　前記増幅手段は低雑音増幅器又は可変利得増幅器のいずれかにより構成され
る、（１４）の装置。
　（２７）　前記増幅手段の利得を自動的に制御するための前記手段は最小要求利得解像
度を取得する手段と、最小と最大仮想利得パラメータとの差が前記最小要求利得解像度以
下となるまで前記システムパラメータに基づいて前記最小及び最大仮想利得パラメータ並
びに最前仮想利得パラメータを再帰的に設定する手段と、前記最前仮想利得パラメータに
基づいて前記増幅手段のための前記利得を決定する手段と、を更に含む、（１４）の装置
。
　（２８）　増幅器によって目標信号を増幅すること、前記目標信号が前記増幅器の出力
に現れない期間中に前記増幅手段からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を自動的
に制御すること、含む、自動利得制御方法。
　（２９）　前記利得の前記自動制御は前記目標信号が前記増幅器の出力に現れる第２期
間中に前記増幅器からの出力に基づいて前記増幅器に対する利得を決定することを含む、
（２８）の方法。
　（３０）　前記増幅器からの出力を増幅することを更に含み、前記利得の前記自動制御
は前記期間中に前記サンプルから前記増幅器に対する前記利得を決定することを更に含む
、（２８）の方法。
　（３１）　前記利得の前記自動制御は前記サンプルを処理すること、前記処理済サンプ
ルを閾値と比較すること、前記比較に基づいて前記増幅器のための前記利得を決定するこ
と、（３０）の方法。
　（３２）　前記サンプルの各々は第１又は第２の値を含み、前記利得の前記自動制御は
前記第１の値を有するサンプルの割合を前記期間中の閾値割合と比較すること、前記比較
に基づいて前記増幅器のための前記利得を決定すること、を更に含む、（３１）の方法。
　（３３）　前記第１の値は論理状態１を含み、前記第２の値は０の論理状態を含む、（
３２）の方法。
　（３４）　前記第１の値は０の論理状態を含み、前記第２の値は０の論理状態を含む、
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（３２）の方法。
　（３５）　前記増幅器からの出力からサンプルを抽出することは閾値に基づいており、
前記利得の前記自動制御は前記期間中に前記閾値を決定することを含む、（３０）の方法
。
　（３６）　第２増幅器を更に含み、前記利得の前記自動制御は前記期間中に前記サンプ
ルから前記第２増幅器に対する利得を決定することを含む、（３０）の方法。
　（３７）　前記利得の前記自動制御は最小要求利得解像度を取得すること、最小と最大
仮定利得パラメータとの差が前記最小要求利得解像度以下となるまで前記システムパラメ
ータに基づいて前記最小及び最大仮想利得パラメータ並びに最前仮定利得パラメータを再
帰的に設定すること、前記最前仮定利得パラメータに基づいて前記増幅手段のための前記
利得を決定すること、を更に含む、（２８）の方法。
　（３８）　増幅器の利得を自動的に制御するためのコンピュータプログラム製品であっ
て、目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器からの出力に基づいて前
記増幅器に対する利得を決定することを実行可能にするコードを含む、コンピュータプロ
グラム製品。
　（３９）　増幅器と、目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器から
の出力に基づいて前記増幅器のための利得を決定するように構成される自動利得制御器と
、前記目標信号に基づいて音を生成するように構成される変換器と、を具備する、携帯セ
ット。
　（４０）　増幅器と、目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器から
の出力に基づいて前記増幅器のための利得を決定するように構成される自動利得制御器と
、前記目標信号に基づいて表示を提供するように構成されるユーザインタフェースと、を
具備する、時計。
　（４１）　増幅器と、目標信号が前記増幅器の出力に現れない期間中に前記増幅器から
の出力に基づいて前記増幅器のための利得を決定するように構成される自動利得制御器と
、前記目標信号に基づいてデータを発生するように構成されるセンサと、を具備する、検
出装置。
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